
低入札価格調査結果調書

１ 調査対象工事件名：三沢(30)建築工事監理業務
２ 入 札 日：平成３０年８月１日
３ 調査対象業者名：マン・テック 株式会社
４ 調 査 概 要

調 査 事 項 調 査 結 果
当該価格での入札理由 ・マン・テック(株)は、今期売上目標の達成に向けて

強い受注意欲を有しており、本業務対象工事と同用途
の監理業務経験のある担当技術者を確保している状況
である。また、総合評価における評価の配点において、
青森県内の業務実績を有していないことに伴い評価点
が低くなり落札が困難になるとの思いから当該価格に
より入札したものである。
価格を抑えるためにマン・テック(株)では、従業員

構成のうち役員数、営業専任社員及び一般事務員が少
ないこと、若年社員が多いことから諸経費等の低減が
可能となり確実な受注を確保するため当該価格による
入札に至ったとされている。

入札価格の適切性 ・局積算価格とマン・テック(株)の入札価格の比較で
価格差が生じている主な要因は、諸経費及び技術料等
経費である。諸経費については、役員数、営業専任社
員及び一般事務員が少ないことを考慮し、マン・テッ
ク(株)の過去の実績から算定している。技術料等経費
については、若年社員が多く経験豊富な社員に比べ当
該経費を低く抑えることができ縮減が可能となった。
また、過去の決算実績から経営が安定しており経営基
盤を確保していることから入札価格は適切と思われ
る。

当該契約の履行体制 ・問題なし

手持ちの建設コンサルタ ・31年3月まで手持ち業務があるものの、業務が少な
ント業務の状況 いため支障がないことを確認した。

配置予定技術者 ・必要な資格を有する

過去において受注・履行 ・当局での業務実績がある。
した同種又は類似の業務
の状況
経営状況及び信用状況 経営状況、問題なし。

信用状況、問題なし。
５ 当該工事についての適正履行の有無 有
６ 落札の決定 平成３０年９月１２日 マン・テック 株式会社


